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1.  

 6 年 薬学 では、 に かる 的な 力を い の高い薬 を するため、 大学

で イ ル イン や な 、 存の にはなかった たな に り できた
1)2)。この な を するためのツールとして、一 の大学では生体 ー ーが導 され

その 的 が されつつあるが、 に の や の な 的な 得に

まっている が く、これらの 的 で 的に活用している大学は少ない。その理 の一つ

として、生体 ー ーの薬物 に する が である点が げられる。生体

ー ーの薬物に する が らかとなれば、 薬学 での活用も され、学 に

して 的な を提供できるだけでなく、体 学 することで知 の 上も まれる。

また 年、薬学 は が する一 、 ラ の過 な を理 に が

一 されるな を ている。 薬学 の で生体 ー ーを用いた が

となれば、このような を一 解 できる がある。 

 そこで本 では、生体 ー ーに する 用薬の を らかにすることを

第一義とした。その上で に する や 物 による薬物 と することでその

と を らかにし、薬学 における生体 ー ーの 活用 と の 用

について することを 的とした。 

 

2．  

2-1 ー ーの  

 本 では、生体 ー ーとして S imM an 3G legac y model（ ール ル デ ル

ン）を用いた。 ー ーには 数の が まれており、 ー ン フ

に されている薬理学 デルと生理学 デルを に、 や薬物 による 態の

化を できるようになっている。 の 態は ー ー本体あるいは ニ ー上で

できるよう されている。本 では、 ー ー ラ に め 録されている

のうち「 」を した。 ラ ー ーの「 」と「 」の重 を に 0 に

することで の を めて な 態とし、 人の 態と にした。この 態で、

フ に ラ されている 用薬を し、薬物 を した。 

 

2-2 薬物の  

 薬物は、 フ に ラ されている 109 の薬物の から A drenaline（ A d）、

N oradrenaline（ N A ）、 I soprenaline（ I so）、Propranolol（Pro）を し、 に する薬物

  
 

7-2. 今後の展開の  

本 論 化 ステ は、本学薬学 が日 い れている の ステ を 大 活

用しながら開 した であるが、今後 が られることで、さま まな で 展を せる

がある。 

今 の は、ルー ック を WebClass を用いて薬学 体で した めての であり、

ルー ックと WebClass が す ての薬学 に活用された。今後、これを に他の や

な の展開も期待できるであろう。 

 また、薬学 高学年時の重要な として 論文 の ならず、 や に

した な がある。他にも 6 年 の学 で した 々な情報（ な ）を ませ

ることもできることからも、本デ ・ ン は今後も 展しうるだろう。 

 今 開 した 論文 ステ において、デ ・ ン の PDF 力に す

る の に開 を した。 フ ールの 力や ク の提 、ルー ック

は、WebClass の 本 であるため、他の や な の展開の には、 ルテ XML

の で である。 本的には による ラ 開 は 要あるいは でよく、

WebClass を 理・ している情報 ン ーと、 あるいは の の協 により、

に、かつ、 に 用することができると考 られる。 

 に して、 では、学生 を 力するのは 査である指導 としているが、 査に

よるルー ック 力の をもたせれば、より のある 論 ステ の も

である。また、学生による を めることで 的 が に となろう。 

時点でルー ックによる 論 は 的な けとしている。このような経時的、

的な情報を う 、 ースな ではなく、このような ステ を活用することが めて 的

である。その を 大 に き し、より な の指 として活用するために、ルー

ック の指 や 数 について、継 的に する必要がある。また、今後 的 とし

て導 する にも、本 ステ は に活用できるものと われる。 

 

８．おわりに 

 本 により、ルー ック だけではなく、 論文 に わる 々な を LMS 上で

理することが になった。またデ ・ ン を して、指導 と学生の が、

より 的に 論文 を することが になったものと考 る。筆 らの知る り、

このような を他の薬 大学に じて公開することができたものと考 る。今後も薬学 の

情に した活 として 展させていきたい。 
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を した。 ラ ー ーは、 数（ H R ）と （BP）を した。生理学 ラ ー

ーは、 を した。 は 経 、 、薬理 用、薬力学的 用の 4 点に

した。 々の薬物 は、 文 ならびにイン ーフォー を参考に した。 

 

3．  

3-1 期 態の  

 本 では、 ー ー ラ に

め 録されている「 」の重 を 0

に した 態を 人と なし活用した。こ

の時の生理学的 ラ ー ーは、 H R  83 b pm、

BP 125/74 mmH g、  5.5 L/min、

 28/10mmH g、 数 14 /min、経 的

和  97% 、 二 化  

37mmH g、  16mmH g であり、

いずれも を たしていた。 

 

3-2 経 の いによる薬物 の  

 A d を 、 、および 下

の 3 経 で 々0.3 mg し、 後 15  

        

の H R および BP を した(F ig. 1)。H R にお

ける では、 大 時の は が

175 b pm、 が 110 b pm 、 下 が

107 b pm となり、薬物に する 大 は

、 、 下 の で大きくなった。

また、 大 が するまでの時 は、

が 1 、 が 2 、 下 が

3 となり、 、 、 下

の で早く した。 

 

3-3 の いによる薬物 の  

 A d、 N A 、 I so の、用 について し

た。 薬物とも、1 µ g/kg、3 µ g/kg、10 µ g/kg、

30 µ g/kg の用 を し、 後 15

H R および BP を した。 I so については薬物
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時 が したため、 が する 後 70 まで した。 A d による H R の

大 は、 1 µ g/kg で 110 b pm、3 µ g/kg で 162 b pm、10 µ g/kg で 185 b pm、30 µ g/kg で 182 b pm

となり、用 が する 数 大 用が大きくなった（ F ig. 2a）。また、10 µ g/kg 上の用

を しても、それ 上 H R は 大しなかった。 H R に する 時 は、 1 µ g/kg で 6

、3 µ g/kg で 11 、10 µ g/kg で 14 、30 µ g/kg で 15 となり、用 が する 時

が長くなった。BP は、 1 µ g/kg の 大 が 138/86 mmH g、3 µ g/kg で 158/105 mmH g、10 

µ g/kg で 168/117 mmH g、30 µ g/kg で 169/119 mmH g であり、BP においても用 存 が された。

10µ g/kg 上の用 を しても、それ 上 は 大しなかった（ F ig. 2b ）。N A ならびに I so

に しても の を い、これらの薬物に しても用 と 大 用 が された。

N A および I so の 大 用 は 々1 µ g/kg、3 µ g/kg であった。 

 

3-4 による薬物 の 用  

 A d、 N A および I so を 大 用 で

した の を した。H R

は A d と I so の により大きく上 した。

A d、I so、N A の 大 時の は、 々185 

b pm、177 b pm、95 b pm で、 A d による

数の 大が も高かった。しかし、 数

大の 時 は A d と I so が長く、

時の まで 数が するまで 50

を要した（ F ig. 3a）。BP に する で

は、 A d と N A の で大きく上 した。

A d、I so、N A の 大 時の は、168/117 

mmH g、134/79 mmH g、175/127 mmH g であ

り、 N A による が であった。一

の 時 は N A より A d で長か

った (F ig. 3b )。また、 態を した

ところ、A d と N A において 大が

できた。A d は 後 3 で 大し、

後 6 30 で の大きさまで した。

の 時 は 6 27 であった。また

N A は 後 4 で 大し、 後 2

58 で の大きさに した。 の 時 は 2 54 であった。 

 

3-5 薬力学的 用の  

 A d および I so 5 前に Pro5 mg を し、 H R の を 15 経過 した。Pro

により、 A d および I so 前の H R は 81 b pm から 61 b pm に 下した。Pro の により

を した。 ラ ー ーは、 数（ H R ）と （BP）を した。生理学 ラ ー

ーは、 を した。 は 経 、 、薬理 用、薬力学的 用の 4 点に

した。 々の薬物 は、 文 ならびにイン ーフォー を参考に した。 

 

3．  

3-1 期 態の  

 本 では、 ー ー ラ に

め 録されている「 」の重 を 0

に した 態を 人と なし活用した。こ

の時の生理学的 ラ ー ーは、 H R  83 b pm、

BP 125/74 mmH g、  5.5 L/min、

 28/10mmH g、 数 14 /min、経 的

和  97% 、 二 化  

37mmH g、  16mmH g であり、

いずれも を たしていた。 

 

3-2 経 の いによる薬物 の  

 A d を 、 、および 下

の 3 経 で 々0.3 mg し、 後 15  

        

の H R および BP を した(F ig. 1)。H R にお

ける では、 大 時の は が

175 b pm、 が 110 b pm 、 下 が

107 b pm となり、薬物に する 大 は

、 、 下 の で大きくなった。

また、 大 が するまでの時 は、

が 1 、 が 2 、 下 が

3 となり、 、 、 下

の で早く した。 

 

3-3 の いによる薬物 の  

 A d、 N A 、 I so の、用 について し

た。 薬物とも、1 µ g/kg、3 µ g/kg、10 µ g/kg、

30 µ g/kg の用 を し、 後 15

H R および BP を した。 I so については薬物
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が したことから、 A d および I so の

H R に及 す は からの 数（

H R ）で した。 A d の により、

H R は 前の と 大で 104 b pm 上

したが、Pro 前 により H R の上 は

47 b pm に された（ F ig. 4a）。 I so の

においても、 H R は 前の と

大で 96 b pm 上 したが、Pro 前 によ

り H R の上 が 56 b pm に された（ F ig. 

4b ）。 

 

4．考  

 くの や 学 、 学 にお

いて生体 ー ーが導 され、

や 、 な に する

が 数報 されている 3)-5)。薬学

では薬学 が 6 年 に した 、本学

を めた くの薬 大学や の薬 で

生体 ー ーが導 され、 イ ル

イン の 得やフ ル ス ン に活用されてきた 6)7)。しかし、薬理学の

的な考 を するために生体 ー ーを活用した 報 は数少ない。今 々は、生

体 ー ー 用薬を した の H R および BP 化ならびに の 化を記録

し、薬理学な 薬学 の 用の について を った。 

々な 経 の ン による H R 、BP に する の では、 で

も大きな が され、 いで 、 下 の で小さくなった。また、 大 が

するまでの時 も、 が も早く薬理 が し、 、 下 の で

の が られた。一般に、 に された薬物は体 に るために薬物 の が

早くなるが、 や 下に された薬物は，体 に するのに 1 つ 上の生体 を 過す

る必要があるため、薬物 が する。また、 下と すると の がより が

く するため、 下 よりも の が薬物 の が早くなる 8)。 って、 経

によって薬物 が わる理 として、生体 ー ーでは に薬物 した に られ

る薬物 収過 が考 されていると考 られた。 

薬物 と薬物 に する では、 A d、 N A 、 I so ともに 存的に H R と BP が

大し、 時 も長くなった。また 薬物においては 大 に上 があり、 を やし

てもそれ 上 は 大しなかった。 薬物の 大 用 は、A d が 10 µ g/kg、N A が 1 µ g/kg、I so

が 3 µ g/kg であった。 においては、薬物の がいかに するかは、 用 における薬物

が を しているために、薬物の と との に用 存的な が られる
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9)。 って、 によって薬物 が わる理 として、本 で用いた生体 ー ー

には、 に薬物 した に られる薬物 の用 存 と薬物の 大 用 の 念が

ラ されていると考 られた。 

感 経 薬による の では、A d および I so の により H R が しく上 する一

、 N A による 数上 は かであった。これらの は、 を用いた薬物 と であ

った 10）。A d や I so は 1 体 用を し、 に う 数 用が知られている。

一 N A は 体 の 和 が く、そのため 数 の は かであったと考 られた。BP

に する の では、 A d および N A で しい 用が されたが、 I so による の

は かであった。これら の いも、 物 による と一 であった 10）。 A d お

よび N A 後に が大きく上 した理 として、これらの薬物が 1 体 薬として 用し

たことが考 られた。また 態についても A d と N A の 大が できたことから、 A d

と N A の 1 体 用が でも考 されている が された。これらの から、

生体 ー ーには薬物 に する 体の 念が存在していることが考 られた。一 で、

A d の 2 用に く 後の ースラインを下 る 下 や、本 物 な では

される に う 経 を した 数の 少は されなかった。これらの は、

ー ーに ラ されている 体の 念が、生体における を必ずしも て

していないということと、生理的な は ラ されていないことを した。 

薬力学的 用の では、Proの前 により A dと I soによる 数 用が された。

Pro は 的 ン 体 薬であり、 1 および 2 体に する 和 がある 11)。

数は 1 体 による 時 用により するため 11)、Pro の前 により A d と I so

における 1 用が され、 数が 少したと考 られた。 って、生体 ー ーには

に薬物 した に られる、薬力学的 用を一 することができることが らかと

なった。 

 これまで一般的に薬理学の学生 では、薬理 用を学 するためにラッ や 、 ル ッ

といった小 物を 用してきた。この な小 物を 用した は、薬理学の 本的な考 を

学 したり の 得を 指す上では めて 用である。しかし、 年 物 の 点から

物に する や が 的にも く求められている。本 で 用した生体

ー ーによる薬物 の は、 物による を に するものとはならないまで

も、一 薬理学を めとする薬学 に活用できる を した。生体 ー ーには

には用いない薬物 の や 薬の が であるな 、 物 とは の

で 理的な が必要ではあるが、大がかりな を必要としない生体 ー ー

の活用は、これまでの薬学 をより 的な学 に ていく たな となり得る

を本 では提 した。 
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